




































































The physical education learning which can realize improvement of a skill














































































































































































































より承認を得た。研究協力校である B 小・C 小の
教員へのアンケート調査についても S 小学校長を






























































































































































































































































































アリーナ部分は、21m × 36m であり、約 20m ×













3 号球より 1 回り小さい（直径 17cm 程度）ボール
級の場合では、7 ～ 8 人のチームを 4 チーム編成
し、校庭に設けた 2 面のピッチでのゲームである。
タッチラインは 35 ～ 45m 程度、ゴールラインは
25 ～ 35m 程度の広さのピッチがＴ地域では一般的
で、ゴールはジュニア用ゴール（幅 5 ｍ、高さ約 2
































































































































































































































































































































 (4)  チーム編成等の工夫と単元展開
　フィールドプレーヤー 2 人、サイドプレーヤー 2
人、ゴールキーパー 1 人の 5 人制とし、学級の人
数が 23 名であるので、男女の割合や技能レベルを
できるだけ平均化した 4 チームを編成することと
した。6 人のチームが 3 チームできるが、毎回１人
が交替でゲーム観察・記録係となることとした。（け
がのため単元を通して見学する児童が１名。また欠
















計した。第 2 時～第 5 時は、各チームが 1 ゲーム
6 分で 2 ゲーム行っているので、1 時間あたり各チー
ム 12 分の分析となる。第 6 時～第 9 時は、１ゲー







4 チームの平均値を示したものが図－ 12 である。
4 チームとも第 2 時～第 5 時は時間とともにサイ



































































































































　図－ 13 と図－ 14 は、第 2 時～第 5 時と第 6 時
～第 9 時のシュート本数と得点の 4 チームの平均
値を示したものである。
　第 2 時～第 5 時にかけては、シュート数の増加










ついて分析し、図－ 15、図－ 16 に表した。
　第 2 時と第 3 時はその他のシュートからの得点
が多いものの、第 4 時と第 5 時はサイドゾーンを
経由しての得点の方が上回った。
　第 6 時～第 9 時では、その他のシュートはシュー
ト全体の 3 分の 2 程度を占めたが、得点は第 7 時
以降にサイドゾーンを経由しての方がその他の















































図－15　Aチームの第 2 時～第 5 時のシュート数と得点

















図－16　Aチームの第 6 時～第 9 時のシュート数と得点






















































図－15　Aチームの第 2 時～第 5 時のシュート数と得点

















図－16　Aチームの第 6 時～第 9 時のシュート数と得点






















































図－15　Aチームの 2 時～第 5 時のシュート数と得点

















図－16　Aチームの第 6 時～第 9 時のシュート数と得点




























































































第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 第7時 第8時 第9時
成果 2.67 2.64 2.62 2.74 2.70 2.71 2.72 2.80
意欲・関心 2.74 2.76 2.76 2.72 2.74 2.76 2.89 2.89
学び方 2.65 2.72 2.74 2.74 2.74 2.70 2.80 2.83
協力 2.76 2.74 2.70 2.72 2.78 2.74 2.76 2.74
総合 2.70 2.71 2.70 2.73 2.74 2.73 2.80 2.81




成果 意欲・関心 学び方 協力













































カーの授業実践を例に－ , スポーツ教育学研究 , 
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5）高橋建夫・岡出美則・友添秀則・岩田靖 (2010).











































(3)　(1) と (2) により攻守が目まぐるしく切り換わ
　るゲームとなったことで、
・ボールが出てくるまで待つのではなく自分が
どう動けばよいのかを考える機会となり、特
にパスを受けるためにはどこに動けばよいか、
シュートを打つためにどこに走りこめばいいの
かを考えることにつながる。
・より速い展開のゲームにつながる。
(4)　工夫・発展の余地として、
・3・4 年生など中学年はさらに技能的に未熟で
あると思われるので、相手サイドプレーヤーか
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